
 

　

政
府
の
地
方
自
治
体
に
対
す
る
税
源
委
譲
、
補
助

金
見
直
し
、
地
方
交
付
税
見
直
し
の
「
三
位
一
体
」

改
革
論
議
の
雲
行
き
が
怪
し
い
。
こ
の
問
題
が
ど
う

な
る
か
で
地
方
自
治
体
と
い
う
ボ
ー
ト
は
迷
走
し
か

ね
な
い
。
ま
た
、
医
療
費
の
負
担
増
に
追
い
討
ち
を

か
け
て
年
金
の
給
付
額
抑
制
、
消
費
税
の
税
率
大
幅

ア
ッ
プ
論
議
が
あ
る
。
ボ
ー
ト
に
乗
り
合
わ
せ
た

人
々
の
サ
バ
イ
バ
ル
を
左
右
す
る
気
象
状
況
の
よ
う

に
国
民
の
生
活
苦
問
題
を
招
き
か
ね
な
い
論
議
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
本
県
で
は
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
、

建
設
業
、
製
造
業
の
衰
弱
が
目
立
ち
始
め
た
。
嵐
を

乗
り
切
る
た
め
急
い
で
ボ
ー
ト
を
補
強
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
状
況
に
あ
る
。

　

地
域
社
会
の
課
題
解
決
へ

　
　
　
　
　
　

コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト

　　

こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
国
家
の
統
治
シ
ス
テ
ム
の
機

能
不
全
か
ら
発
生
し
て
い
る
。
国
に
依
存
し
っ
放
し

だ
っ
た
地
方
自
治
、
制
度
疲
労
を
放
置
し
続
け
た
社

会
シ
ス
テ
ム
、
状
況
変
化
に
対
応
で
き
な
か
っ
た
産

業
構
造
な
ど
に
由
来
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な

状
態
に
し
た
最
終
的
な
責
任
は
主
権
者
で
あ
る
国
民

に
あ
る
。
政
府
が
打
ち
出
す
改
革
を
待
っ
て
い
る
受

け
身
の
姿
勢
で
は
、
も
は
や
地
方
自
治
体
は
難
局
を

乗
り
切
れ
な
い
。
全
国
各
地
で
国
に
先
駆
け
自
己
改

革
に
乗
り
出
す
自
治
体
が
増
え
て
い
る
の
は
そ
の
た

め
で
あ
る
。
地
方
自
治
法
制
定
後
約
半
世
紀
を
経
て

よ
う
や
く
「
真
の
自
治
の
確
立
」
へ
の
挑
戦
が
始
ま

り
つ
つ
あ
る
。
そ
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
地
域
の
あ
ら
ゆ

る
分
野
の
人
々
が
自
立
（
自
律
）
し
た
社
会
を
実
現

す
る
意
識
を
持
ち
、
自
ら
主
体
的
に
地
域
社
会
の
課

題
解
決
に
か
か
わ
る
こ
と
に
あ
る
。

　

と
は
い
え
、
長
年
か
か
っ
て
染
み
付
い
た
考
え
方

や
行
動
様
式
を
変
え

る
の
は
容
易
で
は
な

い
。
ま
た
、
仕
事
や

家
庭
に
対
す
る
考
え

方
、
職
場
の
慣
行
や

地
域
の
し
き
た
り
な

ど
組
織
の
論
理
を
超

え
て
新
た
な
次
元
の

価
値
観
を
創
出
す
る

の
も
難
し
い
。
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
質

が
問
わ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
だ
が
、（
表

１
）
の
よ
う
に
、
都

市
と
農
村
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
一
般
的

な
属
性
比
較
を
行
っ

て
も
こ
れ
だ
け
の
違

い
が
あ
る
。そ
し
て
、
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コミュニティーのイノベーションがカギ 
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今
の
地
方
自
治
体
は
、
座
礁
し
た
母
船
か
ら
脱
出
し
大
海
を
漂
流
し
始
め
た
ボ
ー
ト
の
よ
う
で
あ
る
。
し

か
も
、
天
候
は
悪
化
し
嵐
が
迫
っ
て
い
る
。
母
船
は
浸
水
し
沈
み
つ
つ
あ
り
、
別
の
船
が
通
り
か
か
っ
て
救

助
し
て
く
れ
る
気
配
も
な
い

―
。
母
船
を
政
府
、
ボ
ー
ト
を
地
方
自
治
体
に
例
え
、
日
本
の
現
状
を
こ
ん

な
風
に
表
現
で
き
よ
う
。
そ
し
て
、
運
命
共
同
体
の
漂
流
者
た
ち
を
乗
せ
て
い
る
ボ
ー
ト
は
板
一
枚
で
で
き

て
お
り
、
嵐
の
中
で
は
壊
れ
か
ね
な
い
。
果
た
し
て
、
漂
流
者
た
ち
は
生
き
延
び
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ

う
か
。

表１　Urban（都市）とRural（農村）との属性比較
R u r a l（農村）U r b a n（都市）

特定少数不特定多数構 成 員

農・漁・林業製造業、商業、サービス業産 業

天然素材構造物人工素材構造物空 間

閉鎖的、しきたり開放的、不干渉コミュニティー

伝統的、低利便性先駆的、高利便性生 活 文 化

低水準整備高水準整備社 会 資 本



そ
の
都
市
も
農
村
も
近
年
は
大
き
く
変
質
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
わ
れ
わ
れ
が
影
響
力
を
与
え
る
こ
と

が
で
き
る
範
囲
は
限
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
身
近
な

地
域
社
会
に
目
を
向
け
る
こ
と
か
ら
始
め
る
以
外
に

な
い
。
そ
の
観
点
に
立
ち
、
海
の
藻
く
ず
に
な
ら
な

い
よ
う
、
ボ
ー
ト
に
乗
り
合
わ
せ
た
人
々
が
行
動
を

起
こ
す
こ
と
で
あ
る
。
人
々
が
第
一
に
や
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
は
、危
機
意
識
の
共
有
で
あ
り
、ボ
ー

ト
を
点
検
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
次
い
で
、
異
状
が

あ
れ
ば
あ
り
あ
わ
せ
の
材
料
で
ボ
ー
ト
を
補
強
す
る

こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
乗
り
合
わ
せ
た
人
々
が

力
を
出
し
合
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
人
々
が
共

同
体
意
識
を
持
ち
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
時
代
の
変
化

や
周
囲
の
状
況
変
化
に
適
応
で
き
る
よ
う
に
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
ず
、
行
政
組
織
の
自
己
改
革
を

　

日
本
社
会
で
は
こ
れ
ま
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
在

り
様
が
真
っ
正
面
か
ら
議
論
さ
れ
た
こ
と
は
な
く
、

変
え
難
い
既
定
の
事
実
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
。
だ

が
、
今
日
の
歴
史
的
な
大
転
換
点
に
あ
っ
て
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
在
り
様
こ
そ
難
局
打
開
の
カ
ギ
で

あ
る
こ
と
を
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
、
国

内
各
地
を
見
る
と
、
産
業
の
分
野
、
消
費
生
活
、
教

育
、
環
境
、
福
祉
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
内
の
人
々
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
変
化
し

始
め
て
い
る
。
し
か
も
、
従
来
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

に
最
も
大
き
な
影
響
力
を
行
使
し
て
き
た
地
方
自
治

体
の
行
政
組
織
が
上
記
（
表
２
）
の
よ
う
に
行
財
政

運
営
の
手
法
を
変
え
始
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
新

し
い
手
法
を
導
入
せ
ざ
る
を
得
な
い
背
景
に
は
、
真

の
民
主
主
義
、
真
の
地
方
自
治
を
実
現
し
な
け
れ
ば

組
織
の
存
在
意
義
が
な
く
な
る
事
態
に
陥
っ
て
い
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
手
法
導
入
に

よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
地
域
社
会
は
、
上
記
（
図
３
）

の
よ
う
に「
中
央
集
権
型
自
治
」
↓
「
間
接
民
主
主
義

型
自
治
」
↓
「
協
働
型
自
治
」へ
と
移
行
し
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
質
が
変
わ
る
は
ず
で
あ
る
。

産
業
界
と
地
域
社
会
の
断
絶
を
解
消

　

荘
銀
総
合
研
究
所
は
平
成
十
四
年
度
に
起
業
に
焦

点
を
合
わ
せ
た
「
山
形
県
産
業
調
査
」
を
行
っ
た
が
、
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表２　行政計画遂行の新しい手法

図３　協働型自治へ移行する21世紀社会

（手法導入が目指すもの）

住民・行政・企業の対等関係の構築

行財政改革に民間経営手法の導入

価値創出型社会への移行

計画の初期から住民の意見を反映

住民の政策選択機会の確保

政策立案に住民意見聴取の手続き

住民の合意形成の場の形成

住民自治の徹底

（手法を必要とする背景）

「公」概念変化、新しい行政課題

行政の制度疲労と財政破綻

業際間、異分野融合のニーズ

行政と住民の合意形成の必要性

行政評価、成果主義、権限委譲

意志決定プロセスの透明性確保

コミュニティーの機能不全

政策への住民意思反映の必要性

パートナーシップ協定

NPM（ニュー・パブリック・マネジメント）

コラボレーション（協働）

PI（パブリックインボルブメント）

アカウンタビリティー（説明責任）

パブリックコメント

ワークショップ

マニュフェスト（政策綱領）

意志決定者

中央集権型自治 間接民主主義型自治 協働型自治

意志決定者 意志決定者

政策決定

政策決定

政策決定

実行

実行

支援

行政機関
行政機関

行政機関実行

情報収集 課題・ニーズ把握

住
民

住
民

住
民

住
民

住
民

住
民

住
民

住
民

住
民



企
業
誘
致
な
ど
外
部
の
力
に
依
存
す
る
方
法
だ
け
で

な
く
、
内
発
的
で
持
続
可
能
な
成
長
が
期
待
で
き
る

産
業
の
芽
と
し
て
の
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
、

産
・
学
・
官
・
民
の
協
働
を
基
調
と
す
る
取
り
組
み

の
中
か
ら
創
出
す
る
こ
と
が
重
要
と
の
結
論
を
得
て

い
る
。
そ
の
報
告
書
の
中
で
触
れ
て
い
る
の
が
、
産

業
再
生
の
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
在
り
様
で
あ

る
。
か
つ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
の
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
関
連
産
業
は
日
本
の
追
い
上
げ
で
企

業
倒
産
が
相
次
ぎ
失
業
者
が
続
出
し
人
口
が
減
少
し

た
時
期
が
あ
っ
た
。
そ
の
危
機
を
乗
り
越
え
る
た
め

に
取
り
組
ん
だ
の
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
再
生
だ
っ

た
。
地
域
社
会
の
課
題
を
分
析
し
、
在
る
べ
き
地
域

社
会
の
青
写
真
を
描
き
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
産
・

学
・
官
・
民
が
協
働
し
て
取
り
組
む
過
程
の
中
で
次
々

に
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
誕
生
し
、
一
九
九
二

年
を
底
に
産
業
が
再
び
成
長
軌
道
に
戻
っ
た
の
で
あ

る
。
そ
の
取
り
組
み
の
中
核
を
担
っ
た
の
が
ジ
ョ
イ

ン
ト
ベ
ン
チ
ャ
ー
（
合
弁
事
業
）
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
民
間

非
営
利
組
織
）
で
あ
り
、
産
業
界
が
主
導
し
て
産
業

界
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
の
間
に
あ
る
断
絶
を
解
消

し
て
い
っ
た
の
だ
っ
た
。

　

実
際
に
産
業
活
動
に
携
わ
っ
た
こ
と
の
な
い
行
政

組
織
が
産
業
創
出
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
き
る
わ
け
が

な
い
。
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
で
も
行
政
機
関
は
規
制
緩

和
や
手
続
き
迅
速
化
な
ど
本
来
業
務
で
の
自
己
改
革

を
行
い
協
力
し
た
。
企
業
側
は
決
定
権
を
有
す
る

人
々
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
会
議
に
出
席
し
、
自
社
が
何
を
す

べ
き
か
を
考
え
即
断
即
決
し
行
動
し
た
。
シ
リ
コ
ン

バ
レ
ー
が
発
見
し
た
産
業
再
生
へ
の
「
サ
ク
セ
ス
ス

ト
ー
リ
ー
を
生
む
六
つ
の
原
則
」
は
（
表
４
）
の
通

り
で
あ
る
。
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
前
述
し
た
よ
う

に
自
ら
地
域
社
会
の
課
題
解
決
に
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト

す
る
こ
と
で
あ
る
。
わ
が
国
で
は
こ
れ
ま
で
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
内
で
こ
の
よ
う
な
意
識
が
醸
成
さ
れ
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。
近
年
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ビ
ジ
ネ

ス
を
盛
ん
に
す
る
試
み
が
国
内
に
広
が
っ
て
い
る

が
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
で
行

う
ビ
ジ
ネ
ス
」
が
多
く
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
た
め

に
行
う
ビ
ジ
ネ
ス
」は
あ
ま
り
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　

わ
が
国
で
は
以
前
か
ら
地
域
住
民
に
よ
る
「
地
域

づ
く
り
」
が
行
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
の
分
野
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表４　シリコンバレーモデルによる　　　　　
　　サクセスストーリーを生む６つの原則

（出典：スマートバレー・ジャパン「地域再活性化の学習」）

　原則①地域が経済に責任を負う＝シリコンバレーではコミュニ
ティーが地域経済の活力を保つ責任を担った。地域社会から責任

と行動を引き出すには、地域とは何なのか、誰がその地域を統率

していくのか、を根本的に見直す必要がある。ジョイントベン

チャーはさまざまな分野で働く人々が集まり、新しい絆を構築し、

変わる世界に対応する能力をつけていった。

　原則②産業クラスターが地域の経済を動かす＝地域経済を動か
す産業クラスター（集積企業）の要求が原動力となった。どこの

国でも多くの場合、「供給主導型」であるが、ジョイントベンチャー

が採用したのは「需要主導型」である。シリコンバレーに必要な

ものは何か、自分たちはどんな支援をするつもりなのか、意見を

言い合う機会を提供し、自分たちの行動を決めていった。

　原則③協働が産業と地域社会とを結びつける＝ジョイントベン
チャーはシリコンバレーの産業とコミュニティーの断絶の根本原

因を突き止めた。地域社会も官庁も根本的な変化を加えることが

できなくていたが、ジョイントベンチャーがビジョンを設定した

ことで、ビジネス形態としての協働が地域社会レベルでの協働と

なった。協働とは人材をボトムアップ、トップダウンの両面から

巻き込むことで、いろいろな地域資源を結合させることである。

　原則④継続的改善が基本精神である＝ジョイントベンチャーの
テーマと実践は企業が継続的に品質改善活動で得た経験から生ま

れた。仮説のもとに挑戦し、危険を冒し、失敗から学び、ひるむ

ことなく前進した。一歩を踏み出すごとに起こったことを率直に

再評価し、調整し続けた。このような過程を通してコミュニティー

内に実験と学習を繰り返し適応していく方法が根づいた。

　原則⑤市民起業家が仲介役を務める＝市民起業家は自分の領域
で身につけた技能やネットワーク、投資をより広いコミュニ

ティーのために役立てるリーダーでなければならない。市民起業

家は産業とコミュニティーとの仲立ちをするのであり、信頼に

よって複雑な問題も協力して解決していく。

　原則⑥アイデアに対するコミットメントが成功の鍵＝ジョイン
トベンチャーは新しい問題に取り組んでいかなければならない。

それには、新しいアイデアを持つ人を登用し、新しい基準や関係

を見出していかなければならない。しかし、最も注力しなければ

ならないのは、長期的な協働作業のプロセスである。計画の確実

な実行には信念が必要である。



は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
行
政
の
下
請
け
型
、
義
務

的
奉
仕
型
の
活
動
が
多
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
近
年
、

環
境
問
題
、
地
域
福
祉
、
国
際
交
流
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
課
題
解
決
型
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
な
ど
多

様
な
形
態
の
取
り
組
み
が
増
え
て
き
た
。
だ
が
、
こ

の
よ
う
な
分
野
で
ビ
ジ
ネ
ス
に
結
び
つ
い
て
い
る
事

例
は
少
な
い
。
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
）
が
平
成
十
年
に
施
行
さ
れ
、
収
入
を
得
な
が
ら

地
域
活
動
を
行
う
道
が
開
か
れ
た
が
、
資
金
力
が
な

く
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
も
な
い
ま
ま
簡
単
に
法
人
化

で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
、
逆
に
活
動
を
持
続
さ
せ
る
観

点
で
は
資
金
繰
り
に
困
り
、
組
織
崩
壊
な
ど
を
招
く

デ
メ
リ
ッ
ト
要
因
と
な
る
傾
向
が
あ
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
わ
が
国
の
地
域
社
会
で
は
、

行
政
と
企
業
と
住
民
と
の
間
に
あ
る
断
絶
の
溝
は
大

き
く
深
く
、
こ
の
ま
ま
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
内
か

ら
パ
ワ
ー
が
湧
き
出
て
来
な
い
。ま
た
、ヒ
ト
・
モ
ノ
・

カ
ネ
・
情
報
の
地
域
の
経
営
資
源
が
生
か
し
切
れ
て

い
な
い
。
そ
し
て
、
地
域
社
会
の
課
題
が
ど
こ
に
あ

る
の
か
、
地
域
社
会
は
ど
う
在
る
べ
き
か
、
が
他
人

事
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
は

壊
れ
た
ボ
ー
ト
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

　

自
己
進
化
力
を
備
え
た

　
　
　
　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に

　　

し
か
し
、
国
内
各
地
で
こ
の
障
壁
を
自
力
で
乗
り

切
っ
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
も
出
現
し
て
い
る
。

モ
デ
ル
事
例
と
し
て
山
辺
町
作
谷
沢
地
区
を
挙
げ
る

こ
と
が
で
き
る
。
平
成
五
年
に
「
ま
ん
だ
ら
塾
」
を

立
ち
上
げ
る
以
前
の
同
地
区
は
、「
何
も
な
い
地
域
」

「
ど
う
し
よ
う
も
な
い
地
域
」と
い
う
嘆
き
節
が
住
民

か
ら
聞
か
れ
、
人
口
流
出
が
進
み
、
衰
弱
化
す
る
一

方
の
地
域
で
あ
っ
た
。
そ
の
地
区
が
今
や
住
民
総
参

加
で
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
、
地
域
の
課
題
を
次
々
に
解

決
し
、地
区
外
か
ら
移
住
し
て
く
る
世
帯
が
出
現
し
、

地
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
作
り
、
地
域
の
問
題
は
自

分
た
ち
で
解
決
す
る
コ
ン
セ
プ
ト
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を

設
立
す
る
ま
で
に
成
長
し
て
い
る
。
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
は
進
化
で
き
る
こ
と
を
実
証
し
て
い
る
。
そ

の
進
化
の
軌
跡
は
上
の
（
表
５
）
の
通
り
で
あ
る
。

自
己
進
化
力
を
備
え
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
は
ボ
ー
ト

が
壊
れ
て
も
修
復
す
る
力
が
あ
る
の
で
遭
難
し
な

い
。

　

作
谷
沢
地
区
の
事
例
か
ら
学
べ

る
進
化
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
最
も

重
要
な
点
は
、
実
践
活
動
を
伴
っ

た
学
習
活
動
を
継
続
し
た
と
こ
ろ

に
あ
る
と
考
え
る
。
実
践
な
し
で

は
課
題
が
見
え
て
こ
な
い
し
、
学

習
な
し
で
は
課
題
解
決
方
法
が
分

か
ら
な
い
。
実
践
と
学
習
の
地
域

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
成
長
を
導
く
の

で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
源
泉
は

「
人
間
力
」に
あ
る
。
人
々
に
よ
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
・
プ
ロ
セ
ス
が
シ
リ
コ
ン

バ
レ
ー
の
「
サ
ク
セ
ス
ス
ト
ー

リ
ー
を
生
む
六
つ
の
原
則
」
に
通

じ
、
二
十
一
世
紀
型
社
会
で
あ
る

「
協
働
型
自
治
」を
実
現
す
る
道
に

通
じ
る
と
考
え
る
。
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表５　進化するコミュニティー（山辺町作谷沢地区）
 
 
 
 
 
 
 
 
★H４　町ふるさとづくり助成事業 
★H４　県「紅はなの丘整備構想」 
 ・農道整備で景観協定 
 ・テレワークセンター設置 
 
★H５　中山間地域総合整備事業 
 
★H７　「ふれあい自然館」建設 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
★H10　県ふるさと水と土保全隊

発足 
★H10　県と町の中山間活性化支

援事業 
 
★H11　学区外から入学の特認校

指定 
★H11　国の農村アメニティアド

バイザー事業 
 
★H12　全国農村アメニティコン

クール特別優秀賞受賞 
 
★県生涯学習財団から資金助成 
 
★H14　県村山総合支庁の総合的

支援 

 
 
 
 
★S58～　10年間、綱引き大会参加 
（「いかづち」15人、全国大会出場
６回） 
 
★S63　鳥兎沼宏之著「まんだら

世界の民話・作谷沢物語」
発刊 

 ・草木供養塔建立 
 
★H５　「まんだら塾」発足 
 （日原もとこ塾長、塾生19人） 
 ・雪の芸術祭開催 
 ・変電所、送電線建設反対運動 
 ・作谷沢を愛する蕎麦の集い 
 ・湧水再生グラウンドワーク 
 ・温泉発掘会発足 
 ・チョウザメ、上海ガニ飼育 
 ・リンドウ、クリスマスローズ

栽培 
 
★H９　農家民宿「はたざお」開設 
 
★H10　地域ぐるみ組織「SUN未来

21」発足 
 ・生産、生活、自然環境、文化の

４部会制に 
 ・地域マスタープラン作成 
 ・お宝マップ作成 
 ・アメニティワークショップ

実施 
 ・作谷沢型住宅建設（定住宣言） 
 ・延長保育、学童保育活動開始 
 ・青年団組織復活 
 
★H14　狐一巡り街道ワークショッ

プ開催 
（山形市双葉、滝平、山辺町作谷沢
の連携） 
 ・旧街道沿い等にサクラ植樹 
 ・旧街道沿いに展望台建設 
 ・Ｉターン移住者３世帯に 
 
★H15　地域総合支援型NPO法人 
 　　  「喜楽里（きらり）」設立へ 

行政の主な施策・支援 住民活動の主な軌跡 


